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著書・訳書
区分 著者 書 名 担当箇所 出版社（発行所）発行年月
①宮本政明 教育課程審議会答申全文と重点 体育・保健体育明治図書 1998.9 
事項の解説
①宮本政明 「心の教育」を重視する学年・学級経営 効果的儀式行事教育開発研究所 1998.10
（尾木和英編） の進め方とは
①宮本政明 キーワードで読む教育課程答申 中学校保健・ ぎょうせい 1998.10 
（亀井浩明糧） 中学校体育
①大石示朗 キャンプ専門科目テキスト サバイバル技術日本キャン7゚ 協会 1998.5 
(H本キャン7゚ 協会編）
① 阿江美恵子 健康スポーツの心理学 第16章Topic23, 大修館書店 1998.4 
（竹中晃二編） 27 
① 阿江美恵子 コーチングの心理Q&A Q38,Ql10 不昧堂出版 1998.11 
（日本スポーツ
心理学会編）
①覚張秀樹 障害者福祉 第1部第3章 八千代出版 1998.4 
（鈴木陽子偏） 「肢体不自由」
①覚張秀樹 アスレチックトレーナーのため lX章「トレーナ文光堂 1998. 7 
（宮永，他偏） のスポーッ医学 ーに必要な基礎
知識」
①覚張秀樹，他 スポーツPNFコンディショニング 全般 大修館書店 1998. 7 
①入澤充，他 学校事故の法律実務 判例解説 新日本法規 1998.11 
① 尾木和英，他 詩歌教材指導改善ハンドブック 全般 東京法令出版 1998.5 
① 尾木和英，他 心の教育を目指す学校教育 全般 教育開発研究所 1998.6
①尾木和英 新しい荒れへのアプローチ l章 ぎょうせい 1998. 7 
①尾木和英 生きる力と生涯学習 2章 全日本社会教育 1998.10
連合会
①小田和美 表計算入門 全所 学習環境研究所 1998.11
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論文・資料・報告 (0印は共同研究の場合の第一著者）
区分 著 者 論 文 題 目 発表誌（発行所） 発行年月
② 中本哲 生活活動量と運動習慣の違いが健康および生 民族衛生 1998. 7 
活習慣に及ぼす影響 64(4)（兼博士論文）
②宮西智久 アジアー流競技者における円盤投げの角運動量 バイオメカニクス研究 1998. 3 
若山章侶 の3次元解析 2(1) 
他 3名
②近藤正勝 相撲の立ち会いにおける衝突解析の試み バイオメカニクス研究 1998.9 
若山章信 2(3) 
他 3名
⑤友末亮三 テニス選手の下肢内転筋トレーニング装置の スポーッ医・科学11(1) 1998. 3 
若山章信 開発
他 3名
⑤ 柳等 トライアスリートの水泳能力評価のための乳酸 スポーツ医・科学 1998. 3 
若山章信 テスト 11(1) 
他 4名
⑤ 若山章信 体力測定における垂直跳びの評価視点 スポーツ医・科学 1998.3 
山根真紀 11(1) 
⑤福原祐三 バレーボールにおけるローテーションのバラ 筑波大学体育科学系紀要 1998.3
今丸好一郎 ンスについて (3) 第21巻
他 3名
⑤都沢凡夫 バレーボールのサイドアウトに関する研究 筑波大学運動学研究 1998.4 
今丸好一郎 一実業団女子の試合について一 第14巻
他 5名
⑤ 朽堀 申二 バレーボール競技におけるブロックの有効性 筑波大学運動学研究 1998.4 
今丸好一郎 について 第14巻
他 3名
⑥掛水通子 近代日本における女子体育書に関する歴史的 平成8年度一平成9年度 1998.3 
研究一目録と解題の作成を中心として一 文部省科学研究費補助金
（基盤研究(C)(2)）報告書
⑦高橋衣代 連続写真で見る演技の基礎B難度と手具の特 R.S.G. （新体操情報誌） 1998.12 
例についての考察












































教育と情報（文部省） 1998. 7 







⑨ QA.Wakayama The Physical Characteristics of Japanese Elite Skiers International Meeting of 1998. 2 
et al. 
⑨ OM. Yamane The Development of the Hip Joint Training 
A.Wakayama Machine for Alpine Skiers 
et al. 
Sports Science, 
Commemorating the 1998 
Winter Olympics in Nagano. 
International Meeting of 1998. 2 
Sports Science, 
Commemorating the 1998 
Winter Olympics in Nagano. 
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学会・研究会発表 (0印は演者）
区分 研究者 発 表 題 目 学会・研究会名 発行年月
⑨ OH. Yanagi Physical Fitness Profile of Elite Female aero International Meeting of 1998.2 
A.Wakayama Skier Sports Science, 
et al. Commemorating the 1998 
Winter Olympics in Nagano. 
⑨ 〇若山章信 やり投げのバイオメカニクス 第 1回陸上競技の医科学 1998.8
・コーチング国際会議
シンポジウム
⑨〇田村貞一 陸上長距離選手の体力特性 第 1回陸上競技の医科学 1998.8
若山章信 ・コーチング国際会議
他2名
⑨ 0櫻田淳也 陸上女子400m走者のレース終盤における速 第 1回陸上競技の医科学 1998.8
佐伯徹郎 度低下を抑制するためのトレーニング法の一例 ・コーチング国際会議
阿部征次
⑨〇土方幹夫 野外活動実践を通した環境教育のあり方の考察 日本環境教育学会 1998.5 
大石示朗 第 9回大会
他3名
⑨ 0覚張秀樹 女性スポーツとストレッチングの実際 日本理学診療医学会 1998. 7 
第10回大会シンポジウム
⑨ 0高島稔 学校体育の改革の方向性と「経営的視点」の 日本体育学会 1998.10 
意味 第49回大会体育経営管理
シンポジウム
⑨ 〇阿部征次 コーチングの効果的遂行の条件(7) 日本体育学会 1998.10 
ー選手情報の収集について一 第49回大会
⑨ 0高橋衣代 新体操競技の個人演技における徒手要素と難 日本体育学会 1998.10 
度要素に関する研究(2)ー第20回（ハンガリー） 第49回大会
第21回（ドイツ）世界選手権大会一
⑨ 0吉田康伸 バレーボールにおけるバックアタックの研究 日本体育学会 1998.10 
今丸好一郎 ②-Vリーグ男子を対象として一 第49回大会
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学会・研究会発表 (0印は演者）
区分 研究者 発 表 題 目 学会・研究会名 発行年月
⑨ 0阿江美恵子 大学女子軟式野球チームの成員の意識 日本体育学会 1998.10 
ー競技開始動機及び集団凝集性について一 第49回大会
⑨〇龍山賢治 大学生における自己の身体に対する意識と 日本体育学会 1998.10 
阿江美恵子 異性に対する理想像 第49回大会
他 3名
⑨ 0阿江美恵子 健康問題解決の糸口を探る 日本スポーツ心理学会 1998.11 
第25回記念大会シンポジ
ウム
⑨ 0阿江美恵子 高校アイスホッケーチームの集団凝集性と競 日本スポーツ心理学会 1998.11 
技動機の変容 第25回記念大会
⑨ 〇阿江美恵子 競技スポーツ選手の心理的サポートについて 日本体育学会東京支部 1998.12 
ーメンタルトレーニングを用いた心理的サポ 平成10年度第3回研究会
ートの現状と問題一
⑨ 0櫻田淳也 トレーニング方法の検証について 日本体育学会東京支部 1998.12 
平成10年度第3回研究会
⑨ 0櫻田淳也 陸上競技女子400m走者における持久的トレ 日本体力医学会大会 1998.9 
佐伯徹郎 ーニングの負荷特性に関する研究 第53回大会
阿部征次
⑨〇掛水通子 近代的身体の形成過程ー戦前のわが国におけ スポーツ史学会 1998.11 
る女子体育の立場から一 第12回大会シンポジウム
⑨〇青木久子 生きる礎を育む保育の構造化への試み I 日本発達心理学会 1998.3 
永井孝子 第9回大会
他 2名
⑨ 0小田和美 近未来社会の中での教育の位置を考えるため 日本科学教育学会 1998. 7 
に一育師支援ネットワークの提言一 第22回大会・課題研究
⑨ 0小田和美 今、再び脳波ー教育利用への可能性を探る一 日本科学教育学会 1998. 7 
第22回大会
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学会・研究会発表 (0印は演者）
区分 研究者 発 表 題 目 学会・研究会名 発行年月
⑨〇小田和美 情報処理能力育成は、情報受理教育から 日本教育情報学会 1998.8 
森島千恵子 ー打てば響く若者の潜在能力を信じて 第14回大会
（実践報告）一
⑨ 〇森島千恵子 中等教育社会科カリキュラムの実践における 日本教育情報学会 1998.8 
小田和美 工夫 第14回大会
⑨ 0小田和美 情報処理能力把握のためのフィールド調査 日本教育情報学会 1998. 8 
他2名 （その 3) 一質問紙法の持つ限界・問題点ー 第14回大会
⑨〇磯崎喜則 情報関連用語の親和度・理解力と情報処理能力 日本教育情報学会 1998.8 
小田和美 第14回大会
横枕雄一郎
⑨〇小田和美 教育工学再考 日本教育工学会 1998. 9 
ー教育（工学）か（教育）工学か一 第14回大会
⑨ 0鈴木政之 ハイパーテキスト教材を利用した自学学習用 日本教育工学会 1998.9 
プログラム (Windows95対応）の開発 第14回大会
⑩ 0櫻田淳也 陸上競技女子400m走者における持久的トレ トレーニング科学研究会 1998.5
佐伯徹郎 ーニングの負荷特性およびトレーニング効果 第10回大会
阿部征次 に関する研究




⑩ 0入澤充 学校体育における事故の原因と対策 学校事故研究会 1998. 7 
（多摩教育研究所）
⑩〇小田和美 教卓をなくそう一学習の基本は模倣から一 CB研究会 1998.10 
⑩〇尾木和英 中・高一貰教育の課題と可能性 関東教育学会 1998.11 
桑原敏明 第46回大会シンポジウム
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作品の制作•発表
区分 制作者 作 品 名 発表場所・発行所 発行年月
⑪ 関田史保子 ビデオ作品「華麗なる新体操③」 MINA 1998.12 
⑪ 覚張秀樹，他 ビデオ作品「スポーツPNFコンディショニング」 大修館書店 1998. 7 
⑪宿輪忍生 個展「蔦 I」他15点 ギャラリー「伸」 1998.4 
（石川）
⑪宿輪忍生 日本版画協会展「葉影IJ 東京都美術館 1998.4 
（石川）
